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こ
れ
ま
で
の
支
援
は
、
子
育
て
世
帯
の
負
担

軽
減
を
目
的
と
す
る
医
療
費
無
料
化
や
、
児
童

手
当
の
支
給
、
ま
た
、
町
の
独
自
の
事
業
と
し

て
、
第
３
子
以
降
の
出
産
に
対
す
る
出
産
祝
金

の
支
給
、
保
育
所
関
係
で
は
、
保
育
料
の
軽
減

（
国
の
基
準
の
約
45
～
82
パ
ー
セ
ン
ト
に
軽

減
）
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
の
延
長

保
育
の
実
施
、
さ
ら
に
入
所
児
２
人
目
以
降
の

保
育
料
の
無
料
化
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
た
子
を
い
と
お
し
く
思
い
、
愛
情
を

持
っ
て
は
ぐ
く
む
こ
と
が
母
と
子
の
互
い
の
成

長
を
促
し
、
生
後
１
、
２
年
の
良
好
な
母
子
関

係
を
つ
く
る
こ
と
が
子
ど
も
の
人
格
形
成
や
精

神
衛
生
の
基
盤
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い「
乳
幼
児
家
庭
子
育
て
応
援
金
」

は
、
そ
の
期
間
の
、
乳
幼
児
の
心
身
の
健
や
か

な
成
長
を
願
い
、
母
と
子
の
心
の
絆
や
身
体
的

な
か
か
わ
り
を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
る
父
母

や
、
家
族
を
支
援
す
る
た
め
に
創
設
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
２
歳
に
な
る
ま
で
保
育
所
を

利
用
し
な
い
で
、
自
ら
家
庭
で
育
児
を
行
う
保

護
者
に
応
援
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

こ
れ
ま
で
の

子
育
て
支
援
の
内
容

新
た
に
、
２
歳
ま
で
の
乳
幼
児
を

家
庭
で
保
育
す
る
保
護
者
を
支
援

▼
対
象
者
（
①
～
③
の
要
件
を
満
た
す
方
）

①
保
育
所
を
利
用
せ
ず
、
家
庭
で
育
児
す
る
方

②�

乳
幼
児
、
養
育
者
と
も
町
に
住
所
が
あ
る
こ

と(

養
育
者
は
町
に
１
年
以
上
住
所
が
あ
る)

③�

雇
用
保
険
法
に
よ
る
育
児
休
業
基
本
給
付
金

や
育
児
休
業
手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
家
庭

▼
支
給
額

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
57
日
目
の
属
す
る
月
か

ら
、
２
歳
の
誕
生
日
後
の
３
月
31
日
の
月
ま
で
、

月
額
１
万
円
を
支
給
し
ま
す
。
応
援
金
の
支
払

い
月
は
、
４
月
、
８
月
、
12
月
で
す
。

対
象
者
と
支
給
額
は
？

その1
新
た
に
創
設

｢

乳
幼
児
家
庭
子
育
て
応
援
金｣

問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

�

☎
45
―
２
２
１
４

2
0
1
3

新
し
い
事
業
、

�

変
わ
っ
た
事
業

　

平
成
25
年
度
に
な
り
早
く
も
１
カ
月
が
た
ち
ま
し
た
。

　

町
で
は
、『
住
ん
で
み
た
い
、行
っ
て
み
た
い
町
へ
』を
テ
ー
マ
に
、定
住
の
促

進
、交
流
人
口
の
拡
大
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、４
月
か
ら
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
や
制
度
を
開
始
し
、ま
た
、従
来
の
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し
ま
し
た
。今
月

号
で
は
、そ
の
新
し
い
事
業
、変
わ
っ
た
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特
集

暮
ら
し
の
サ
ー
ビ
ス·

制
度
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町
で
は
、
新
婚
夫
婦
の
前
途
を
祝
福
す
る
と

と
も
に
、
定
住
の
促
進
と
町
の
活
性
化
を
目
的

と
し
て
、
平
成
22
年
度
か
ら
結
婚
祝
金
の
支
給

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
１
年
間
に
は
24
件
の
申
請
が
あ
り
ま

し
た
。

　

祝
金
は
、
こ
れ
ま
で
、
10
万
円
も
し
く
は
新

婚
夫
婦
が
入
居
し
て
い
る
町
定
住
促
進
住
宅
、

町
営
住
宅
の
家
賃
６
カ
月
分
を
町
が
代
わ
っ
て

支
払
う
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
支
給
し
て
き

ま
し
た
。
平
成
25
年
度
か
ら
は
、
今
ま
で
町
定

住
促
進
住
宅
と
町
営
住
宅
に
限
定
し
て
い
た
家

賃
補
助
を
民
間
の
賃
貸
住
宅
ま
で
広
げ
（
１
ヵ

月
当
た
り
上
限
３
万
８
千
円)

、
内
容
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
祝
金
を
新
婚
夫
婦
に
直

接
支
給
す
る
方
法
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

な
お
町
で
は
、
本
年
４
月
か
ら
旧
教
職
員
宿

舎
１
棟
（
12
戸
）
を
定
住
促
進
住
宅
に
変
更
し

て
住
宅
の
戸
数
を
増
や
し
、
さ
ら
な
る
定
住
促

進
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

結
婚
祝
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

【
次
の
４
つ
の
要
件
に
該
当
す
る
方
】

①
婚
姻
届
が
受
理
さ
れ
て
い
る

②
西
会
津
町
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る

③�

３
年
以
上
、
西
会
津
町
に
定
住
す
る
意
思
が

あ
る
こ
と

④
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
50
歳
以
下
で
あ
る

　

婚
姻
届
を
提
出
後
、
６
カ
月
以
内
に
商
工
観

光
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
籍
が
西
会
津
町
以
外
に
あ
り
、
婚
姻
届
を

ほ
か
の
市
町
村
に
提
出
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
、

申
請
に
合
わ
せ
戸
籍
謄
本
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

結
婚
祝
金
を
受
け
取
れ
る
方
は
？

申
請
の
方
法
は
？

　

町
で
は
、
若
者
や
町
へ
の
移
住
者
の
住
宅
整
備
、

住
宅
団
地
の
購
入
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
定
住

を
促
進
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
新
た
に
定
住
促
進
助
成
事
業
補
助
金
の
制
度

を
創
設
し
ま
し
た
。

　

２
つ
あ
る
補
助
事
業
の
内
容
は
、
左
表
の
定

住
住
宅
整
備
費
補
助
事
業
と
、
住
宅
団
地
購
入

費
補
助
事
業
の
と
お
り
で
す
。

その2
若
者
、
移
住
定
住
者
の

住
宅
整
備
を
応
援

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

�

☎
45
―
２
２
１
３

● 定住住宅整備費補助事業

補助対象者

１．町に住所がある45歳以下の若者
２．町に定住するため、ほかの市町村から移住しようとす
る方、または、ほかの市町村から移住し５年以内の方

１か２の要件を満たした町税などの滞納がない方

補助の種類
と補助金額

１．住宅新築事業（住宅の新築・新築住宅の購入）
　事業費500万円以上が補助対象で､ 新築､ 購入費の
10％（上限100万円）を補助

２．中古住宅取得事業（中古住宅[土地を含む]の購入）
　事業費300万円以上が補助対象で、購入費の10％
（上限50万円）を補助

　　※中古住宅の増改築も補助対象
３．住宅改築・増築事業（住宅の増改築）
　事業費200万円以上が補助対象で、増改築費の10％
（上限30万円）を補助

申請手続き 　新築、購入などの事業を行う前に補助金交付申請の手続
きが必要になります。 

● 住宅団地購入費補助事業

補助対象者

　町に定住するため、ほかの市町村から移住しようとする
方、または、ほかの市町村から移住し５年以内の方で、町
が分譲する住宅団地を購入し、１年以内に住宅を新築する
方

補 助 金 額 　補助金額は、住宅団地１区画当たり50万円を補助

申請手続き 　町と住宅団地売買契約を締結する際に、補助金交付申請
の手続きが必要になります。

その3
結
婚
祝
金｢

家
賃
補
助｣

民
間
賃
貸
住
宅
ま
で
拡
大

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

�

☎
45
―
２
２
１
３

特集 2013 新しい事業、変わった事業
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町
で
は
、
定
住
や
交
流
促
進
の
事
業
に
、
都

市
部
の
若
い
力
と
行
動
力
、
斬
新
な
発
想
を
取

り
入
れ
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、

新
た
に
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
配
置
し
ま

す
。

　

隊
員
は
、
定
住
促
進
、
交
流
人
口
拡
大
に
向

け
、
町
や
町
内
関
係
機
関
、
集
落
な
ど
が
行
う

地
域
活
性
化
事
業
の
支
援
活
動
に
あ
た
り
ま
す
。

２
名
配
置
す
る
予
定
で
、
現
在
、
都
市
部
の
意

欲
を
持
つ
人
材
を
公
募
し
て
お
り
、
身
分
は
非

常
勤
特
別
職
と
し
て
町
長
が
委
嘱
し
ま
す
。

【
具
体
的
な
業
務
の
例
】

①
都
市
と
の
交
流
事
業
の
支
援
業
務

②�

地
域
お
こ
し
団
体
、
集
落
の
活
性
化
に
向
け

た
活
動
の
支
援
業
務

③�

農
産
物
の
販
路
拡
大
、
加
工
品
の
開
発
・
販

売
活
動
の
支
援
業
務

④
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
業
務
の
支
援

⑤�

さ
ゆ
り
公
園
周
辺
施
設
、
道
の
駅
管
理
運
営

業
務
の
支
援

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
は
？

　

町
で
は
、
住
宅
や
事
業
所
ま
た
は
農
業
生
産

等
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
を
図
り
、
自

然
と
共
生
す
る
美
し
く
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
等
設
置
事
業
補
助
金
」
を
創
設
し
、

本
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

町
に
住
所
の
あ
る
方
、
町
に
住
む
た
め
町
内

に
住
宅
な
ど
を
整
備
す
る
方
、
お
よ
び
町
内
に

事
務
所
ま
た
は
事
業
所
な
ど
を
持
つ
法
人
が
補

助
金
の
交
付
対
象
で
、
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
。

　

補
助
金
の
交
付
対
象
設
備
、
設
置
対
象
施
設
、

補
助
金
額
な
ど
は
下
表
の
と
お
り
で
、
設
置
工

事
を
行
う
前
に
補
助
金
交
付
申
請
の
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

補
助
を
受
け
ら
れ
る
人
は
？

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

�

☎
45
―
２
２
１
３

その4
新
し
く
配
置

｢

地
域
お
こ
し

�

協
力
隊｣

その5
太
陽
光
発
電
な
ど

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
も
支
援

問
い
合
わ
せ

企
画
情
報
課

�

☎
45
―
４
５
３
６

● 補助金の交付対象設備・設置対象施設・補助金額一覧

交付対象設備 設置対象施設 設置の基準 補助金額

太陽光発電
一 般 住 宅
事  業  所
農業用施設

　住宅（事業所）の屋根などに設置
し、太陽光を利用し発電するシステ
ムで、系統連系に伴う電力需給に関
する契約を電力会社と締結するもの
（未使用品であること）

１kW当たり30,000円
上限12万円

太陽熱利用 一 般 住 宅

　次の①または②のいずれかに該当
する設備（未使用品であること）
①住宅の屋根などに設置し、太陽熱
エネルギーを集めて給湯に利用す
る太陽熱温水器
②住宅の屋根などに設置し、不凍液
などを強制循環する太陽集熱器と
蓄熱層から構成され、給湯や冷暖
房に使用するソーラーシステム

工事費の10％
上限５万円

風 力 発 電

小水力発電

一 般 住 宅
事  業  所
農業用施設

　風力または水力で発電を行う設備
で発電した電力をなんらかの形で利
用するもの（未使用品であること）

工事費の10％
上限10万円

バイオマス
燃料ストーブ

一 般 住 宅
事  業  所
農業用施設

　木質ペレット・まきを燃料として
暖房用または農業用施設の加温用と
して設置するもの（未使用品で、１
台５万円を超えるもの）

工事費の20％
上限５万円

雪氷熱利用
一 般 住 宅
事  業  所
農業用施設

　雪を利用した冷房などのシステム
を設置するもの

工事費の10％
上限10万円
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デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、
昨
年
４
月
の
運
行
開
始

か
ら
１
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
運
行
体
系
全
般
に
わ
た
り
評
価
・

検
証
を
行
い
、
本
年
４
月
か
ら
次
の
３
点
を
改

善
し
、
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

３
月
ま
で
は
、
平
日
は
５
便
運
行
し
て
き
ま

し
た
が
、
４
月
か
ら
は
２
便
増
や
し
て
平
日
は

７
便
の
運
行
に
増
便
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
野
沢
駅
着
、
午
後
12
時
20
分

と
午
後
１
時
50
分
、
野
沢
駅
発
、
午
前
11
時
と

午
後
２
時
の
２
往
復
を
増
便
し
ま
し
た
。

  

こ
れ
ま
で
２
時
間
前
ま
で
と
し
て
い
た
当
日

の
予
約
を
、
４
月
か
ら
は
利
用
時
刻
の
１
時
間

前
ま
で
受
け
付
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

６
月
の
大
山
ま
つ
り
の
１
カ
月
間
、
参
拝
客

に
配
慮
し
、
野
沢
駅
か
ら
大
久
保
間
の
定
時
臨

時
バ
ス
を
運
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

改
善
点
① 

 

２
便
を
増
便

改
善
点
②
　
１
時
間
前
ま
で
予
約
可

改
善
点
③ 
 

大
山
ま
つ
り
に
臨
時
バ
ス

　

町
で
は
、
こ
の
ほ
か
、
野
沢
尾
野
本
循
環
線

の
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
列
車
や
高
速
バ
ス

と
接
続
す
る
よ
う
ダ
イ
ヤ
改
正
を
行
い
、
さ
ら

な
る
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

  

バ
ス
の
予
約
や
利
用
方
法
が
分
か
ら
な
い
場

合
な
ど
、
職
員
が
訪
問
し
て
説
明
し
ま
す
の
で
、

町
民
税
務
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

その6
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
増
便

予
約
受
付
１
時
間
前
ま
で
拡
大

問
い
合
わ
せ

町
民
税
務
課

�

☎
45
―
２
２
１
５

特集 2013 新しい事業、変わった事業

デマンドバス

予約センター

☎４８ー１３００
予約受付時間

午前８時～午後５時

● デマンドバス時刻表 ● を増便

一  般  地  区 午    前 午    後
１  番 ２  番 １  番 ２  番 ３  番 ４  番 ５  番

野沢まちなか 行
(野沢駅到着時間)

平  日 ７：４０ ９：５０ １２：２０ １３：５０ １５：２０ １７：００ １９：００
休  日 ９：００ ― １２：００ １５：００ １８：００ ― ―

集　　落　　行
(野沢駅出発時間)

平  日 ８：００ １１：００ １２：３０ １４：００ １５：３０ １７：４０ １９：３０
休  日 １０：００ ― １３：００ １６：００ ― ― ―

大 久 保 方 面
（６月を除く）

午    前 午    後
１  番 ２  番 ３  番 １  番 ２  番 ３  番 ４  番 ５  番

野沢まちなか 行
(野沢駅到着時間)

平  日 ７：４０ ９：５０ １１：００ １３：５０ １５：１０ １７：００ ― ―
休  日 ８：４５ ９：５０ １１：００ １３：００ １５：１０ １６：００ １７：３０ ―

集　　落　　行
(野沢駅出発時間)

平  日 ８：００ ９：１０ １０：１０ １２：３０ １４：００ １５：３０ １７：４０ １９：３０
休  日 ８：００ ９：１０ １０：１０ １２：００ １４：００ １５：３０ １７：００ ―

● 大山まつり期間[6月1日～30日]定時臨時バス 時刻表 ●� 運賃100円、予約なしで利用可能

大久保 行 野沢駅 行
停 留 所 運  行  時  刻 停 留 所 運  行  時  刻
野沢駅前 8:00 9:10 10:10 11:20 12:00 14:00 15:30 大 久 保 8:30 9:35 10:45 12:45 14:55 15:45
蒲生館前 8:01 9:11 10:11 11:21 12:01 14:01 15:31 中　　野 8:33 9:38 10:48 12:48 14:58 15:48
公民館前 8:02 9:12 10:12 11:22 12:02 14:02 15:32 西　　平 8:36 9:41 10:51 12:51 15:01 15:51
老人憩の家 8:05 9:15 10:15 11:25 12:05 14:05 15:35 鳥追観音 8:37 9:42 10:52 12:52 15:02 15:52
鳥追観音 8:06 9:16 10:16 11:26 12:06 14:06 15:36 老人憩の家 8:38 9:43 10:53 12:53 15:03 15:53
西　　平 8:08 9:18 10:18 11:28 12:08 14:08 15:38 公民館前 8:42 9:47 10:57 12:57 15:07 15:57
中　　野 8:12 9:22 10:22 11:32 12:12 14:12 15:42 蒲生館前 8:43 9:48 10:58 12:58 15:08 15:58
大 久 保 8:15 9:25 10:25 11:35 12:15 14:15 15:45 野沢駅前 8:45 9:50 11:00 13:00 15:10 16:00

※８：００以前と１７：００以降はデマンドバスでの運行になります



安
全
・
安
心
な
学
校

　

防
火
・
防
犯
対
策
は
も
と
よ
り
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
も
十
分
配
慮
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
正
面
の
昇
降
口
か
ら
安
全

に
出
入
り
で
き
る
よ
う
、
落
雪
を
考

え
た
屋
根
の
形
状
に
す
る
な
ど
雪
対

策
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

小
中
連
携
教
育
を

　
　

推
進
で
き
る
学
校

　

児
童
生
徒
や
教
職
員
が
容
易
に
行

き
来
で
き
る
よ
う
、小
中
学
校
を
１
階
、

２
階
と
も
渡
り
廊
下
で
接
続
し
ま
す
。

ま
た
、
音
楽
室
や
図
工
室
、
家
庭
科
室

な
ど
は
、
小
中
で
共
用
し
、
お
互
い
の

活
動
を
見
え
や
す
く
し
ま
す
。
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ホール
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教材庫
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多目的
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廊下－２

特別支
援教室

便所
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便所

水飲み場水飲み場

学年ラウンジ

女子
便所

更衣室
女子

教材庫

水飲み場メディア
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６年教室 ６年教室

小中学校
渡り廊下
小中学校
渡り廊下

階段室(４)

メディア
コーナー

５
年

教
室

↑
多目的ホール
（左端図）

1階1階

2階2階

↑　　　　
ランチルーム(左端図)

▼昨年度の敷地造成工事の模様(左奥の建物が西会津中)

設計のコンセプト

●安全・安心な学校

●小中連携教育を推進できる学校

●環境との調和が図られた学校

事業費
（予算額）

総額14億1,300万円
【内訳】
･校舎本体工事� 12億3,600万円
･再生可能エネルギー設備関係� 7,100万円
･その他グラウンド等周辺環境� 1億600万円
 整備や地元産材購入など

内装や下地には､地元産の木材をふ
んだんに使い､木のぬくもりを感じ
る学校に

屋根は片屋根で､ほとんどの雪を北側
に落雪させるため､冬期間でも安全に
正面から出入りできるよう配慮

教室は日当たりの良い２階南側に配置。廊下側
入口を全面開放でき､学年ラウンジを通して南北
に風が通り抜けるよう快適性に配慮しました。

多様な学習形態に対応できる｢学年ラウ
ンジ｣を各学年に配置し､図書コーナーや
メディアコーナーを設けます

エレベーターや多目
的トイレなどバリア
フリー化に配慮

旧小学校の記念
品などを展示す
るギャラリー

地域との交流スペー
ス｢地域ホール｣には
畳コーナーも有り

鼓笛用の楽器などを十
分に収納できる楽器庫、
中学校と共用の音楽室

昇降口の外観は、
旧新郷中（芸術
村）をモチーフ
に



７

ＵＰ

階段－４

ス
ロ
ー
プ

渡り
廊下
渡り
廊下
－２－２

多目的ホール 倉庫
－11

倉庫
－10

男子
便所
男子
便所

女子
便所
女子
便所

環
境
と
の
調
和
が

　
　

図
ら
れ
た
学
校

　

新
校
舎
は
、
中
学
校
を
は
じ
め
周

辺
の
環
境
に
調
和
し
た
色
彩
と
し
ま

す
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
設
備
や
バ

イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
設
置
、
内
装

に
は
地
元
産
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

う
な
ど
、
環
境
に
や
さ
し
い
学
校
づ

く
り
と
し
ま
す
。
屋
根
や
外
壁
な
ど

は
高
断
熱
・
高
気
密
仕
様
に
す
る
こ

と
で
外
気
を
遮
断
し
て
教
室
の
風
通

し
を
よ
く
し
、
夏
場
の
暑
さ
を
少
し

で
も
和
ら
げ
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の

　
　
　

意
見
を
反
映

　

廃
校
に
な
っ
た
学
校
の
歴
史
、
伝

統
を
継
承
す
る
た
め
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
設
置
、
ま
た
、
廃
校
施
設
の
特
徴

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
取

り
入
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
児
童
が
交
流
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
も
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
新
校
舎
を
地
域
に
愛

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
、
充

実
し
た
学
校
生
活
を
送
り
、
確
か
な

学
力
と
豊
か
な
社
会
性
、
人
間
性
を

培
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
施
設
と

し
て
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
も

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

�

企
画
情
報
課
☎
45
―
４
５
３
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男子男子
便所便所
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雁木

－２－２
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デン

階段－４

1階1階

2階2階

こうなるこうなる西会津小学校西会津小学校
　昨年度、西会津小学校新校舎の敷地造成工事と実施設計が完了し、いよいよ今年度
から新校舎の建築工事が始まります。工期は平成26年までの２年間で、平成27年４
月から新しい校舎で授業が開始できるよう準備を進めます。
　今月号では、新校舎整備の概要をお知らせします。

南側屋根には太陽光発電設備(13.8kw)
を設置します。また非常用の電源として
蓄電池(15kwh)も設置します。

トイレと更衣室は男
女別に２つの学年が
使えるように配置

１階、２階とも渡り
廊下で小中学校を結
びます

全校集会や行事、体
育などに使う「多目
的ホール」

木質チップやペレット
による「バイオマスボ
イラー」で全館暖房

給食は児童全員が集まって
食べます。天井は旧尾野本
小講堂をモチーフにします。

階段脇に滑り
台を設けるな
ど､ちょっと
した工夫も

校長室や職員室など｢管
理部門｣は屋外も見渡せ
るよう南側に配置

将来の小中一貫教育を見据
え、小中教職員全員が入れ
る広さを確保した職員室



８

合
計
画
」
に
掲
げ
る
「
こ
こ
ろ
豊
か

な
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」、「
豊
か

で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
人
と

自
然
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
の

実
現
に
向
け
て
限
ら
れ
た
財
源
を
重

点
的
に
配
分
し
ま
し
た
。

　

配
分
に
あ
た
っ
て
は
、
復
興
・
再

生
に
向
け
た
事
業
は
も
と
よ
り
、
限

ら
れ
た
財
源
を
よ
り
効
果
的
か
つ
効

率
的
に
活
用
す
る
た
め
、
従
来
の
事

務
事
業
の
評
価
・
検
証
に
基
づ
き
、

事
業
の
必
要
性
や
緊
急
性
を
十
分
検

討
し
、
優
先
順
位
を
付
け
る
な
ど
事

業
の
選
別
を
行
い
、
め
り
は
り
の
あ

る
予
算
と
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
中
長
期
に
わ
た
り
財
政

の
健
全
性
を
維
持
す
る
た
め
、
来
年

度
以
降
も
支
出
の
負
担
が
伴
う
事
業

に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
し
、
将
来

に
わ
た
る
過
大
な
財
政
負
担
や
人
的

負
担
を
招
く
事
業
は
極
力
抑
制
す
る

な
ど
の
考
え
方
で
平
成
25
年
度
予
算

を
編
成
し
ま
し
た
。

重
点
目
標

　

平
成
25
年
度
は
、
特
に
定
住
促
進

と
交
流
人
口
の
拡
大
を
総
合
的
か
つ

強
力
に
推
進
す
る
た
め
『
住
ん
で
み

た
い
、行
っ
て
み
た
い
町
へ
』を
テ
ー

マ
に
、
引
き
続
き
「
地
域
経
済
の
活

性
化
」、「
教
育
の
振
興
と
人
材
の
育

成
」、「
健
康
づ
く
り
と
安
全
・
安
心
」

の
３
点
を
重
点
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
予
算
に
基
づ
き
各
種

事
業
を
着
実
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

国
の
動
き

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
た
っ

た
現
在
、
東
日
本
の
復
旧
・
復
興
、

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ

る
風
評
被
害
の
払
拭
な
ど
、
さ
ら
な

る
復
興
・
再
生
の
た
め
の
課
題
解
決

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
で
は
「
誇
り
あ
る
日
本
」
を
取

り
戻
し
、
経
済
を
再
生
す
る
た
め
、

震
災
か
ら
の
復
興
を
目
に
見
え
る
か

た
ち
で
大
き
く
前
進
さ
せ
る
と
と
も

に
、
大
胆
な
金
融
政
策
、
機
動
的
な

財
政
政
策
、
民
間
投
資
を
喚
起
す
る

成
長
戦
略
を
同
時
に
行
う
緊
急
経
済

対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
平
成
25
年
度
予
算
は
、

こ
の
緊
急
経
済
対
策
で
あ
る
平
成
24

年
度
の
大
型
補
正
予
算
と
一
体
的
に

進
め
る
、い
わ
ゆ
る
「
15
カ
月
予
算
」

の
考
え
方
で
、
震
災
か
ら
の
復
興
の

加
速
、日
本
経
済
再
生
に
向
け
た「
復

興
・
防
災
対
策
」、「
成
長
に
よ
る
富

の
創
出
」、「
暮
ら
し
の
安
心
・
地
域

活
性
化
」
の
３
分
野
を
重
点
化
す
る

方
針
で
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
予
算
編
成
方
針

　

こ
の
よ
う
な
中
、町
で
は
、平
成
25

年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
、
国
・

県
の
予
算
編
成
や
、
国
の
制
度
改
正

な
ど
の
情
報
収
集
を
行
い
、
歳
入
を

的
確
に
見
込
み
、一
方
、歳
出
は
「
み

ん
な
の
声
が
響
く
ま
ち
・
に
し
あ
い

づ
」
を
基
本
に
し
た
「
西
会
津
町
総

　町では、西会津町総合計画の基本理念「みんなの声が響くまち」に基づく、①こころ豊かな人を
育むまちづくり、②豊かで魅力あるまちづくり、③人と自然にやさしいまちづくりの３つの柱に
沿って計画的に事業を進めています。
　この総合計画に基づき編成した平成25年度一般会計当初予算の総額は、60億2300万円と近年で
は最も多い積極型の予算になりました。平成25年度からは西会津小学校の新校舎建築など大規模
な事業がスタートします。
　今月号では、平成25年度当初予算の内容についてお知らせします。

６０億２３００万円



９

財
政
の
健
全
性
を
維
持
す
る
た
め
、

起
債
（
借
入
金
）
の
繰
上
償
還
（
返

済
）
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
平

成
25
年
度
の
主
な
事
業
は
10
、
11
ペ
ー

ジ
の
と
お
り
で
す
。

特
別
会
計
等

　

町
で
は
一
般
会
計
の
ほ
か
、
11
の

特
別
会
計
等
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
予
算
総
額
は
32
億
５

千
４
９
４
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
特

別
会
計
等
で
は
、
上
下
水
道
整
備
や

運
営
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
、
後

期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険
な
ど
の

運
営
を
行
い
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
快

適
な
暮
ら
し
や
健
康
を
守
っ
て
い
ま

す
。(

会
計
ご
と
の
予
算
額
は
11
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

『住んでみたい、行ってみたい町へ』をテーマに、定住促進と交流人口の拡大を推進

主
な
事
業

　

新
た
に
西
会
津
小
学
校
の
新
校
舎

建
築
工
事
や
明
神
橋
の
耐
震
補
強
工

事
な
ど
大
規
模
な
事
業
に
着
手
し
ま

す
。
ま
た
、
定
住
促
進
と
交
流
人
口

拡
大
に
向
け
た
商
業
、
観
光
振
興
の

た
め
の
新
規
事
業
に
取
り
組
み
、
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
、
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
を
加
速
さ
せ
て
い
き
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
２
歳
ま
で
の
幼
児
を
家

庭
で
保
育
す
る
保
護
者
に
月
額
１
万

円
を
支
給
す
る
「
乳
幼
児
家
庭
子
育

て
応
援
金
」
や
介
護
福
祉
施
設
（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
小
規
模
多
機
能
施

設
）
の
整
備
に
係
る
補
助
事
業
な
ど

の
ほ
か
、
将
来
的
な
負
担
を
軽
減
し
、

一般会計予算額

―用 語 解 説―
一�般会計：福祉や教育、
土木などの一般的な事
業を行うための町の基
本になる会計。
依�存財源：国や県などか
ら交付されるお金。
自�主財源：町が自ら収入
することができるお金。
地�方交付税：一定水準の
行政サービスができる
よう町の財政状況に応
じて国から交付される
お金。
町�債：道路の改良や施設
の整備などを行う場合、

　�その資金として借り入
れたり、地方交付税の
代わりに不足財源を補
うため借りるお金。
繰�入金：基金(積立金)や
特別会計から入るお金。

民�生費：高齢者・障がい者
福祉、児童手当や保育
所運営などに要するお金。

公�債費：道路改良や施設
整備などを行う際に借り
たお金の返済金。

人�件費：町長をはじめ職員の
給料･手当、議会議員や各
種審議会委員の報酬など。
扶�助費：児童手当や障がい

者支援費など児童や高
齢者、障がい者福祉に
要するお金。

普�通建設事業費:道路の改
良や施設整備、高額な
備品購入に要するお金。

物�件費：消耗品の購入費や
委託料、旅費など。

補�助費等：負担金や補助金
など町が交付するお金。

繰�出金：基金(積立金)や特
別会計に入れるお金。

平
成
25
年
度

「みんなの声が響くまち」の実現に向け
①  地域経済の活性化

②  教育の振興と人材の育成

③  健康づくりと安全・安心

重 

点 

目 

標

の
予
町町
算算
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▲昨年４月に開校した現西会津小学校

▲奥川地域づくり会議主催の奥川新そ
　ばまつり　　　　　　　　　　　　

▲宿場文化まつり(平成24年10月)

こころ豊かな人を育むまちづくり　－教育の振興と人材の育成－
保育所運営事業 １億7,435万５千円
【新規】保育施設整備基本構想策定 300万円
【新規】野沢保育所駐車場整備 330万円
放課後児童クラブ事業(ひだまりこどもクラブ) 797万４千円
子育て医療費サポート事業(18歳までの医療費無料化) 2,203万２千円
【新規】乳幼児家庭子育て応援金(２歳までの幼児を家庭で
保育する保護者に月額１万円を支給) 740万円

スクールバス購入事業(29人乗り車両1台) 800万円
【新規】給食センター厨房機器購入 1,680万円
【新規】西会津小校舎新築事業(平成26年度までの２年事業) ５億140万円
【新規】西会津小校舎･太陽光発電設備設置 2,500万円
【新規】西会津小校舎･地元産材活用事業 650万円
若者プロジェクト事業(地域力創造アドバイザー事業) 120万９千円
スポーツ大会参加補助金(ふくしま駅伝･市町村対抗野球) 237万２千円

豊かで魅力あるまちづくり　－地域経済の活性化－
新規就農者あんしんサポート事業 84万円
園芸ハウス(５棟)･菌床栽培用ハウス(２棟)整備事業 2,087万円
農林産物等加工施設整備事業(設備機械設置) 300万円
【新規】そばコンバイン整備事業 600万円
【新規】商業施設整備事業(実施設計) 1,207万５千円
【新規】商店街活性化事業(町商工会･野沢再生プロジェクト
等のイベント支援) 100万円

【新規】ふるさと自慢館整備事業(町商工会への補助金) 350万円
グリーンツーリズム推進事業(西会津元気グリーンツーリズム
協議会への補助) 155万円

活力ある地域づくり支援事業(地域づくり･地域おこし団体の
支援) 300万円

【新規】｢こゆりちゃん｣を活用した町イメージアップ事業(こ
ゆりちゃんを活用した町のPR、町物産品開発、町産品のイ
メージアップ)

295万２千円

銚子の口整備事業(豪雨被害を受けた木柵などの整備) 500万円
【新規】鳥追観音(西平)公衆便所整備事業 1,300万円
【新規】地域おこし協力隊配置事業(交流･定住促進のため２
名配置) 476万５千円

【新規】定住住宅整備費補助金(45歳未満の若者、町への移
住者に対する住宅支援) 1,050万円

【新規】住宅団地購入費補助金(町移住者に対する住宅団地
購入費補助) 100万円

携帯電話鉄塔整備(上谷地区) 2,564万４千円

主な
事業

平成25年度

※�【新規】は平成25年度
新規事業

町民１人当たりの支出　一般会計� ※平成25年４月１日現在の住民基本台帳人口7,382人を基に算出
民生費 総務費 教育費 公債費 土木費

１４８，９４５円 １４４，９２９円 １２４，９１６円 １１８，２９１円 ９７，３９５円
高齢者･障が
い者･児童な
どの福祉全般
に要する経費

役場の維持管理、
選挙､ケーブルテ
レビ､温泉施設な
どに要する経費

教育委員会､小中
学校､給食セン
ター､公民館など
に要する経費

借入金(町債)
の返済に要す
る経費

道路整備や除
雪、町営住宅
管理などに要
する経費

衛生費 農林水産業費 消防費 商工費 議会費
５７，９９４円 ５５，６３１円 ２８，９０９円 １２，５４１円 １２，４２２円

予防接種や検
診､ごみ処理、
環境対策に要
する経費

農林業の振興、
基盤整備に要
する経費

喜多方広域消
防や消防団、
消防施設に要
する経費

商工業の振興
や観光事業に
要する経費

議会運営に要
する経費
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▲健康がいちばん！2012inにしあいづ

▲平成24年度春季消防検閲

▲県代行事業で架け替えられる橋屋橋

▲太陽光発電施設を設置した西会津診療所

人と自然にやさしいまちづくり　－健康づくりと安全・安心－
健康がいちばん推進事業(食育の推進、町民一人一スポーツ普
及･啓発) 418万２千円

各種検診事業 2,021万４千円

インフルエンザワクチン接種事業(65歳以上高齢者費用助成) 988万円

子宮頸がん等ワクチン接種事業(子宮頸がん･ヒブ、肺炎球菌
ワクチン) 558万１千円

医療機器整備事業(西会津診療所骨密度測定装置購入) 840万円

【新規】介護基盤整備事業(グループホーム、小規模多機能施
設整備費補助金) １億500万円

集落支援員配置事業(２名配置) 384万１千円

町民バス車両整備(15人乗り１台更新) 459万４千円

町民バス運行事業(デマンドバス･路線バス運行費) 8,218万７千円

町道野沢柴崎線(橋屋橋･県代行)事業(橋りょう下部工工事) [平成26年度まで]４億円

町道野沢柴崎線道路整備事業(３号橋下部工工事) 7,500万円

町道下野尻端村線道路整備事業(改良舗装､平成25年度完成) 4,550万円

町道漆窪線道路整備事業(改良舗装) 1,550万円

町道下條線道路整備事業(改良舗装、平成25年度完成) 2,000万円

町道寺ノ上線道路整備事業(用地測量) 300万円

【新規】町道明神橋線耐震補強工事(明神橋) ２億300万円

【新規】青坂地区飲料水供給施設拡張事業(甲石地区への拡張、
平成25年度完成) 1,800万円

【新規】原町ポケットパーク整備事業(測量･設計) 300万円

太陽光発電施設整備事業(さゆり公園体育館) 5,200万円

【新規】再生可能エネルギー設備等設置事業補助金(個人住宅、
事業所､農業用施設などの再生可能エネルギー導入への補助) 200万円

小型動力ポンプ整備事業(第１･第４分団ポンプの更新) 350万円

消防ポンプ自動車整備事業(森野地区ポンプ自動車の更新) 1,924万円
計画の推進　－効率的･効果的な行政の推進と健全財政－

起債(借入金)の繰上償還(返済)
 [健全財政を維持し、将来的な負担を軽減するため] １億3,100万円

役場新庁舎整備事業(役場庁舎移転に向けた庁舎整備基金
[預金]への積み立て) 5,000万円

特別
会計

特別会計名 予算額 前年度比

工業団地造成事業 8,867万６千円 0.0％

商業団地造成事業 1,300万５千円 △5.9％

住宅団地造成事業 1,406万５千円 0.2％

下水道施設事業 ２億1,519万７千円 △5.4％

農業集落排水処理事業 １億565万５千円 5.1％

保険料や使用料などの特定の収入がある
会計で、収入の使い道が決まっている会
計など

特別会計名 予算額 前年度比

個別排水処理事業 5,644万２千円 14.8％

後期高齢者医療 １億296万円 △2.9％

国民健康

保      険

事業勘定 10億3,300万円 2.0％

診療施設勘定 ２億9,077万８千円 10.5％

介護保険 ９億9,725万１千円 5.4％

簡易水道等事業 9,796万９千円 △4.7％

水道事業

会      計

収益的収支 １億4,772万６千円 △1.4％

資本的収支 9,221万６千円 △47.6％
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新田啓一郎さん消防庁長官表彰受賞
　長年にわたり消防の発展に尽力した新田啓一郎さん
（程窪）が消防庁長官永年勤続功労章を受賞し、３月26
日、その報告のため町役場を訪れました。
　新田さんは44年間、町消防団員として地域の安全・安
心確保のため火災や災害の予防、警戒、鎮圧にあたって
きました。
　報告を受けた伊藤町長は「在職中には火災や災害など
さまざまなことがあったと思いますが、消防団員として
使命感を持って活動くださり、また、高齢化が進む中、
地域、集落のために活動いただいたことに感謝します」
と功績をたたえました。

芋焼酎の完成を報告
　ＪＡ会津いいで青年部西会津支部、二本松市の人気酒
造㈱、福島市の㈱プロジェクトＦ21などが連携し、西会
津産のサツマ芋を使って製造している「芋焼酎」の事業
報告のため、３月22日、同青年部西会津支部の目黒支部
長らが町役場を訪れました。事業開始から４年がたち、
昨年11月には3,700㎏のサツマ芋を収穫し、同時に平成
23年産の芋を使った焼酎4,870本が完成しました。目黒
支部長らはその経過を伊藤町長に報告し、完成した芋焼
酎を手渡しました。６月には、さらに8,000本の焼酎が
完成する予定です。(写真：左から目黒輝夫支部長、㈱プ
ロジェクトＦ21齋藤武二社長)

江川正樹さんに日本赤十字社｢金色有功章｣
　献血功労者に贈られる日本赤十字社金色有功章の伝達
式が３月27日、町役場で行われ、江川正

まさき
樹さん（西原）

が伊藤町長から有功章と記念品を受け取りました。
　江川さんは、医療を支える献血活動にこれまで積極
的に協力し、昨年12月、献血回数が100回に達しまし
た。
　伝達にあたり伊藤町長は「100回も献血いただくこと
は、健康で、並々ならぬ努力がないとできないこと、こ
れまでのご協力に敬意を表するとともに、今後もよろし
くお願いします」とあいさつしました。

教職員６名が転入
　４月３日、転入教職員対面式が行われ、今年度、新たに
６名の教職員を迎えました。対面式では伊藤町長が「平成
27年４月の西会津小新校舎の開校に向け、小中連携教育
の推進など第一線での指導をお願いします」と歓迎の言葉
を述べ、転入者を代表し、博多弘泰西会津中教頭が「未来
を担う人づくりのため、指導力の向上に全力で励みます」
とあいさつしました(写真)。[転入者]西会津小＝寺田隆一
教諭(会津若松市立鶴城小)、白井秀樹教諭(会津美里町立
新鶴小)、本田郁生(新任)、西会津中＝博多弘泰教頭(只見
町立明和小)、長谷川徹(会津若松市立第二中)、五十嵐俊
恵主任栄養技師(喜多方市立第一小)、(　)内は前任
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希望を胸に高校生活スタート
　４月９日、県立西会津高等学校の入学式が行われ、今
年度は定員の半数を超える43名が入学しました。
　町では、これまで同校の存続に向け、さまざまな支援
に取り組んできましたが、今年度からは新たに、大学に
進学する生徒に対して学部を問わず町独自で修学資金を
貸与することとしました。
　入学式では、皆川正信校長が43名の入学を許可し、
「挫折や失敗を恐れず挑戦し、大きく成長してほしい｣
と式辞を述べ、新入生を代表して成田真

ま ほ

帆さん（写真）
が「互いに切磋琢磨し、充実した高校生活を送ります｣
と誓いました。

元気な集落づくりに向け
　程窪、泥浮山、長桜、小杉山の４つの自治区では、地
元地域を眺めのよさから「天空の郷」と名付け、町、
県、宮城教育大学の支援を受けて地域づくりに取り組ん
でいます。この天空の郷の総会が３月30日に開催され、
昨年度の事業報告、宮城教育大学からは上谷地区の林業
の調査内容と課題について発表が行われました。
　天空の郷では昨年度、清水の整備をはじめ、引き水作
業、飯谷山登山道の整備、看板製作や案内板設置を行う
とともに、山菜の加工施設、農村体験施設などの先進地
視察も行いました。今年度も引き続き集落の活性化に向
けた取り組みが進められます。

健康がいちばん！水泳で健康づくり
　高齢者健康水泳教室の開講式が４月10日、さゆり公園
で行われました。この水泳教室は、特に冬期間の運動不
足解消による健康増進を目的に、町水泳協会、町振興公
社の協力のもと平成５年から約20年続いており、今年度
は35名が受講します。開講式では昨年度の皆勤・精勤者
が表彰された後、受講者の皆さんは早速プールに入り、
水中歩行などを行いました。
　平成24年度皆勤賞＝堀江仁(宝川)、同精勤賞＝斉藤キ
ミイ(１町内)、恒松宗子(萱本)、長谷川節子(さゆりが
丘)、佐藤君子(下野尻)、堀江恭子(宝川)、武藤みき(柴
崎)[敬称略]

交通事故撲滅を呼び掛け
　４月11日、西会津ライオンズクラブ、東蒲ライオンズ
クラブ合同の交通安全テント村作戦が国道49号県境パー
キングで行われました。
　このテント村作戦は今年で29回目となり、隣接するラ
イオンズクラブが合同で行っている活動として大変珍し
い取り組みで、両ライオンズクラブ会員のほか、交通安
全協会、交通安全母の会、喜多方・津川警察署の皆さん
も参加しました。
　この日は小雨がぱらつく中、皆さんは通行する車両１
台１台のドライバーに声を掛け、パンフレットなどを手
渡しながら交通事故撲滅を呼び掛けていました。
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〔
武
藤
さ
ん
〕
推
進
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

―｢

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る｣

と
い
う
気

持
ち
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

　

自
己
流
だ
と
良
く
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
、

専
門
の
講
師
の
方
々
に
は
よ
く
質
問
し
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
運
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

―
歩
く
と
き
に
は
正
し
い
姿
勢
を
意
識
し
、
冬

以
外
は
夫
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

筋
肉
は
簡
単
に
付
き
ま
せ
ん
。
継
続
は
力
な
り

で
、
毎
日
の
積
み
重
ね
が
大
事
だ
と
実
感
し
て

い
ま
す
。

　

運
動
を
続
け
る
秘
訣
は
？

―
疲
れ
た
と
き
に
は
適
度
に
休
む
こ
と
が
続
け

る
秘
訣
で
す
。

　

続
け
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
は
？

―
健
康
で
な
け
れ
ば
、
や
り
た
い
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
健
康
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
畑
仕
事
や

旅
行
、
踊
り
、
孫
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
食
事
作

り
が
楽
し
い
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
一
言

―
元
気
な
う
ち
に
、
ぜ
ひ
養
成
講
座
に
参
加
し

学
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
自
分
か

ら
講
師
の
先
生
に
確
か
め
得
た
知
識
は
、
身
に

付
く
と
思
い
ま
す
。

健
康
運
動
推
進
員
っ
て
？

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
運
動
に
関
す
る

知
識
の
向
上
や
、
日
常
生
活
に
運
動
を
取
り
入

れ
、
健
康
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
皆
さ
ん
の
一

層
の
健
康
増
進
を
目
的
に
、
平
成
14
年
か
ら
健

康
運
動
推
進
員
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
運
動
推
進
員
は
、
現
在
36
名
で
、
地
域

で
の
運
動
教
室
の
ほ
か
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
番

組
「
10
分
で
貯
き
～
ん
」
の
制
作
な
ど
に
も
協

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、「
健
康
が
い
ち
ば
ん
！
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
一
人
一
運
動
の
習
慣
化
な
ど

に
向
け
、
健
康
運
動
推
進
員
と
し
て
活
動
し
て

い
る
二
人
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
〔
石
本
さ
ん
〕
推
進
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

―
自
分
の
健
康
づ
く
り
が
第
一
だ
と
思
い
、
推

進
員
の
養
成
講
座
に
申
し
込
み
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
運
動
を
し
て
い
ま
す
か
？ 

―
夏
は
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
冬
は
テ
レ
ビ
体

操
を
行
っ
て
い
ま
す
。
寝
る
前
に
は
ス
ト
レ
ッ

チ
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
し
て
い
ま
す
。

　

運
動
を
続
け
る
秘
訣
は
？

―
無
理
を
し
な
い
こ
と
。
続
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
体
力
を
維
持
で
き
る
の
で
、
日
ご
ろ
「
疲

れ
る
」
と
い
う
こ
と
が
な
い
で
す
。

　

続
け
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
は
？

―
仕
事
で
勤
め
て
い
た
こ
ろ
は
、
毎
年
ぎ
っ
く

り
腰
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
腰
痛
が

ま
っ
た
く
出
な
く
な
り
ま
し
た
。
自
分
も
家
族

も
健
康
に
な
り
、
そ
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

伝
え
て
い
け
る
こ
と
が
、
生
き
が
い
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
一
言

―
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ｢

健
康
が
い
ち
ば

ん
！｣

は
、
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
は
、自
分
の
た
め
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

す
ご
い
な

�

む
し
歯
の
な
い
子

　

３
月
27
日
、
３
歳
児
７
名
を
対
象
に

健
康
診
査
を
行
っ
た
結
果
、
む
し
歯
の

な
い
子
は
２
名
で
し
た
。

推
進
員
に
な
る
に
は
？

　

町
で
は
、
毎
年
秋
ご
ろ
か
ら
、
健
康
運
動
推

進
員
の
養
成
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
で
は
、
健
康
づ
く
り
に
関
し
て
理
解
を

深
め
ら
れ
る
よ
う
、
運
動
の
み
な
ら
ず
自
分
自

身
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
も
、
楽
し
く
分
か
り

や
す
く
学
べ
ま
す
。
全
30
時
間
の
う
ち
、
20
時

間
以
上
を
受
講
す
る
と
、
町
の
健
康
運
動
推
進

員
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

講
座
の
詳
し
い
日
程
は
、
決
ま
り
次
第
、
広

報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

�

健
康
支
援
係　

☎
45
―
４
５
３
２

▲健康がいちばん！2012･運動コーナーでの活動模様

安部  智
ちひ ろ

陽 くん
（上野尻）

岩原  榎
か い

生 くん
（７町内）

石本 澄
すみ

子
こ

さん
（上野尻）

INTERVIEW１

武藤 タイ子さん
（上野尻）

INTERVIEW２

いきいきライフ  健 康 が
いちばん

運
動
で
健
康
づ
く
り

～
健
康
運
動
推
進
員
さ
ん
の
活
動
～
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「
運
動
は
一
人
で
は
な
か
な
か
長
続
き
し
な

い
」
と
い
っ
た
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
ん
な
方
に
お
勧
め
す
る
の
が
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
で
す
。
仲
間
と
楽
し
く
交
流
し
な
が
ら
ス

ポ
ー
ツ
を
行
え
ば
、
そ
ん
な
悩
み
が
解
決
で
き

ま
す
。

　

西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
現
在
、
左

表
の
教
室
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
教
室
」
を
変
更
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
や
、
カ
ロ
ー
リ
ン

グ
な
ど
簡
単
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
を
加
え
た

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
と
し
て
開
講
し
ま

す
。

　

年
会
費
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
ぜ
ひ
、
西

会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
入
会
く
だ
さ
い
。

スポーツ吹き矢の模様

公民館だより

■年会費（保険料を含む）
　◆小・中学生　　　　３，５００円
　◆１６歳～６４歳　　５，５００円
　◆６５歳以上　　　　４，５００円
　◆�幼児および障がい者手帳をお持ちの方は、保険料

のみ。
　　保険料は８００円～１，８５０円
　※�スイミングと水中ウォーキングは別途プール使用

料が必要になります。

■入会申込・問い合わせ先
　町公民館　☎４５－３２４４ 

仲
間
と
楽
し
く

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
紹
介

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
紹
介

西会津スポーツクラブ各教室
教　室　名 開催日程・会場

ス イ ミ ン グ
月３回（金曜日）
時間：１８時３０分から１時間程度
会場：さゆり公園屋内プール

水中ウォーキング
月３回（木曜日）
時間：１８時３０分から１時間程度
会場：さゆり公園屋内プール

エアロビクス
月２回（日曜日）
時間：１９時００分から２時間程度
会場：町公民館

レクリエーション
ダ ン ス

月２回（金曜日）
時間：１３時３０分から２時間程度
会場：町公民館

ス ト レ ッ チ
月１回（月曜日）
時間：１９時００分から２時間程度
会場：町公民館

ウ エ イ ト
トレーニング

月１回（水曜日）
時間：１９時００分から２時間程度
会場：旧群岡中学校　※１０名限定

ニュースポーツ
毎週水曜日
時間：１３時３０分から２時間程度
会場：さゆり公園多目的広場ほか

奥
川
郷
土
史
講
座

｢

神
社
仏
閣
調
査｣

　

奥
川
郷
土
史
講
座
（
受
講
者
22
名
）

で
は
、
忘
れ
去
ら
れ
て
い
く
身
近
な
歴

史
を
後
世
に
語
り
継
ぐ
こ
と
を
目
的
に

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
昨
年
４
月
か
ら
今

年
３
月
ま
で
の
間
に
17
回
の
講
座
を
開
催

し
、
奥
川
地
区
の
神
社
仏
閣
、
石
碑
な
ど

の
現
地
調
査
を
実
施
し
た
ほ
か
、
調
査
報

告
書
の
作
成
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

報
告
書
に
は
、
奥
川
地
区
の
24
の
神

社
や
28
の
仏
閣
、
石
碑
な
ど
の
写
真
を

掲
載
し
、
そ
の
解
説
を
載
せ
ま
し
た
。

　

３
月
26
日
に
は
平
成
24
年
度
最
後
の

講
座
を
奥
川
支
所
で
開
催
し
、
平
成
25
年

度
は
奥
川
地
区
の
中
世
の
「
城
館
跡
」
に

つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。奥川･松峯の石碑を調査する受講者
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5 2013
May

佐久間 嘉仁さん ［向原］
  さ　  く　  ま　   よし   ひと

雅樂川  貴志さん（４月号から）メッセージ
みんなでまた集って野球しよう。人一倍仕事が大変だろうけど

     折れずに頑張れ！！　　　　　　　　　　　　　　　　　

う　た    がわ    たか し

あなたの趣味は？
　野球､草野球チームに参加
しています

熱中していることは？
　パソコンのゲーム

自分を一言で表現するとしたら？
　元気

あなたのモットーは？
　やればできる！努力あるのみ！

特技は？
　バドミントン

最近感動したことは？
　発電所整備にかかわり、徐々
に出来上がっていくことに感動

これからやってみたいことは？
　釣り､野球を含めたスポーツ

次の方を紹介してください
　Ｓ・Ｉさん（新町）

と
っ
て
お
き
の
物
は
？

『
グ
ロ
ー
ブ
で
す
』

「
高
校
時
代
、
仲
間
た
ち
と
大
会

に
向
け
３
年
間
頑
張
り
、
ず
っ
と

使
っ
て
き
ま
し
た
」

　ここでは西会津中学校の生徒
の皆さんに、自分の想い描いて
いる夢や目標などを話していた
だいています。
　今月は、２年・生徒会書記の

齋藤妃呂さんです。

わたしの夢――
 「わたしの将来の夢は、体育
の教師です。そう思ったきっ
かけは、走ったり、体を使う
ことが好きなことと、今、体
育の授業や陸上で教わってい
る鈴木先生、江川先生の姿を
見て「格好いい」と思ったか
らです。部活動では卓球部で
練習に取り組んでいます」

努力していること――
 「体育の授業はもちろんのこと、ほかの教科でも頑張って大学に行
けるよう努力しています」

最後に未来の自分に一言――
 「体育の教師になれましたか？つらいことがあると思いますが頑張っ
てください」

ひ　ろ

橅
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まちの人口  ～４月１日現在～　(前月比)
　　人　口 　　７，３８２人　　（－６０人）
　　　男 　　　３，５５４人　　（－３０人）
　　　女 　　　３，８２８人　　（－３０人）
　　世　帯 　　２，７８９世帯　（－１２世帯)

戸籍の窓口  ～３月受付分～ 〈敬称略〉

▼
田
崎
宗
作(

会
計
管
理
者
兼
出
納

室
長)

▼
佐
藤
健
一(

議
会
事
務
局

長)

▼
五
十
嵐
和
典(

建
設
水
道
課
長

補
佐
兼
管
理
係
長)

▼
薄
三
恵
子(

教

育
課
主
任
主
査)

▼
矢
部
初
枝(

健
康

福
祉
課
主
任
保
健
師)

▼
議
会
事
務
局
長
高
橋
謙
一(

健
康
福

祉
課
長)

▼
会
計
管
理
者
兼
出
納
室

長
会
田
秋
広(

企
画
情
報
課
主
幹
兼
情

報
政
策
室
長
兼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放

送
セ
ン
タ
ー
所
長)

▼
健
康
福
祉
課
長

渡
部
英
樹(

町
民
税
務
課
長
補
佐
兼
税

務
係
長)

▼
企
画
情
報
課
主
幹
兼
情
報

政
策
室
長
兼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送

セ
ン
タ
ー
所
長
石
川
藤
一
郎(

町
民
税

務
課
長
補
佐
兼
町
民
生
活
係
長)

▼
町

民
税
務
課
長
補
佐
兼
町
民
生
活
係
長

上
野
善
弘(

教
育
課
長
補
佐
兼
学
校
教

育
係
長
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長)

▼
町

民
税
務
課
長
補
佐
兼
税
務
係
長
五
十

嵐
博
文(

健
康
福
祉
課
長
補
佐
兼
健
康

支
援
係
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長)

▼
建
設
水
道
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長

[

維
持
担
当]

野
原
竹
夫(

建
設
水
道
課

長
補
佐
兼
建
設
係
長)

▼
健
康
福
祉
課

長
補
佐
兼
健
康
支
援
係
長
兼
保
健
セ

ン
タ
ー
所
長
渡
部
栄
二(

総
務
課
財
政

係
長)

▼
教
育
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育

係
長
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
鎌
倉
康

裕(

総
務
課
行
政
管
理
係
長)

▼
総
務

課
行
政
管
理
係
長
佐
藤
実(

商
工
観
光

課
主
査)

▼
総
務
課
財
政
係
長
橋
谷
田

和
弘(

総
務
課
主
査)

▼
国
保
西
会
津

診
療
所
看
護
師
長
兼
国
保
群
岡
診
療

所
看
護
師
長
石
井
里
恵
子(

国
保
西
会

津
診
療
所
主
任
専
門
看
護
師
兼
国
保

群
岡
診
療
所)

▼
建
設
水
道
課
管
理
係

長[

事
務
担
当]

船
橋
政
広(

農
林
振
興

課
主
査)

▼
建
設
水
道
課
建
設
係
長
石

川
和
典(

建
設
水
道
課
主
査)

▼
総
務

課
主
査
青
津
直
子(

出
納
室
主
査
兼
総

務
課)

▼
総
務
課
主
査
矢
部
重
勝(

商

工
観
光
課
主
査)

▼
総
務
課
付
猪
苗
代

町
派
遣
外
島
拓(

町
民
税
務
課
主
査)

▼
企
画
情
報
課
主
査
山
口
則
夫(

健
康

福
祉
課
主
査)

▼
町
民
税
務
課
主
査
斎

藤
俊
一
郎(

農
林
振
興
課
主
査)

▼
町

民
税
務
課
主
査
小
柴
郁
子(

健
康
福
祉

課
主
査)

▼
健
康
福
祉
課
主
査
増
子
恵

子(

議
会
事
務
局
主
査)

▼
健
康
福
祉

課
主
査
武
藤
洋
一(

教
育
課
主
査)

▼

商
工
観
光
課
主
査
飯
嶋
竜
太(

企
画
情

報
課
主
査)

▼
教
育
課
主
査
荒
明
聡
美

(

総
務
課
主
査)

▼
商
工
観
光
課
主
事

長
谷
川
祐
一(

町
民
税
務
課
主
事)

▼

農
林
振
興
課
主
事
藤
原
正
人(

建
設
水

道
課
主
事)

▼
出
納
室
主
事
兼
総
務
課

鴇
巣
麻
也(

町
民
税
務
課
主
事)

▼
商

工
観
光
課
主
査
鈴
木
孝
之(

磐
梯
町
よ

り
派
遣)

▼
建
設
水
道
課
主
事
仲
川
恭
介
▼
町

民
税
務
課
主
事
五
十
嵐
美
優
▼
国
保

西
会
津
診
療
所
看
護
師
兼
国
保
群
岡

診
療
所
猪
俣
智
佳
子

お誕生おめでとう
目　黒　星

せ
　那

な

ちゃん　貴之・はるか� 牛　尾
目　黒　怜

れ
　那

な

ちゃん　貴之・はるか� 牛　尾

ご結婚おめでとう
五十嵐　友　明　　　萱　本
小　瀧　　　唯　　　大久保
長谷川　益　大　　　縄　沢
渡　部　絵　美　　　萱　本
佐　藤　雄　二　　　出ヶ原
鈴　木　淳　子　　　喜多方市
矢　部　真　也　　　松　峯
根　本　奈緒子　　　会津若松市
矢　部　拓　也　　　松　峯
齋　藤　あさみ　　　会津坂下町

お悔やみ申し上げます
石　川　　　昭（80） 浩 　　 父 � ９町内１
長　利　シ　ヅ（93）幸　雄　　 母 � 芝　草
齋　藤　ノリ子（90）義　喜　　 母 � 尾　登
武　藤　重　好（88）孝　雄　　 父 � 上小島
折　笠　富士雄（92） 寛 　　 父 � 縄　沢
齋　藤　　　誠（86）サ　ダ　　 夫 � 縄　沢
小　林　和　子（85）雅　弘　　 母 � 上野尻
成　田　秀　雄（86）三代子　　 夫 � 上野尻
五十嵐　　　正（90）一　夫　　 父 � 徳　沢
須　藤　義　雄（87）キクヨ　　 夫 � 原
小　柴　滿　子（84）重　光　　 母 � 橋　立
熊　倉　ヨ　シ（93）喜　芳　　 母 � 新　町
五十嵐　タ　キ（94）和　義　　 母 � 松　峯

町
職
員

人
事
異
動

退
職[

３
月
31
日
付]

異
動[

４
月
１
日
付]

新
採
用[

４
月
１
日
付]

◆会津耶麻管内町村 人事交流 職員紹介◆
　西会津町で２年間勉強させ
ていただくことになりました。
少しでも西会津町のお力にな
れるよう精いっぱい頑張りま
す。何とぞよろしくお願いし
ます。

商工観光課主査 鈴木孝之
(磐梯町より派遣)

◆新採用職員紹介◆

町民税務課 主事
五十嵐　美優(５町内)

　大好きな地元に戻り勤
務することができるので、
町のために頑張っていき
たいと思います。

建設水道課 主事
仲川　恭介(10町内)

　町の皆さんに少しでも
貢献できるように全力で
業務に取り組んでいきた
いと思います。

西会津(群岡)診療所 看護師
猪俣　智佳子(道  目)

　町民の皆さんの健康維
持などのお役に立てる
よう頑張りたいと思いま
す。



　雪解け後、10センチほど
の花茎を伸ばし、２枚の葉
の間から薄紫色の花を一つ
下向きに咲かせるカタクリ。
地上に姿を現す期間は４～５週間と短く「春の妖精」と
呼ばれています。このカタクリの鑑賞会が４月20日、奥
川・小屋自治区主催で、地域おこしを目的に初めて開催
されました。小屋の手付かずの群生地を訪れた皆さんは、
かれんに咲くカタクリをカメラに収めていました。

入学おめでとうございます
　４月８日、西会津小と西会津中の入学式が行われました。
開校し２年目を迎えた西会津小には37名が入学し、式で
は新入生一人一人の名前が読み上げられ、鈴木正

まさ

人
と

さんが
代表して松本敬之校長から教科書を受け取りました。
　西会津中には54名が入学し、今井萌

もえ

さんが堂 と々「心身とも
に成長できるよう日々 努力します」と誓いの言葉を述べました。

５
2 0 1 3（平成 2 5 年）

①松本校長から教科書を受け取る鈴木正
まさ

人
と

さん(西会津小)／
②入学児童呼名(同)／③新入生の皆さん(同)／④歓迎の言葉
を述べる６年・髙野詩

し

音
おん

さん(同)／⑤元気よく入場する新入
生(同)／⑥真新しい制服姿で入場する入学生(西会津中)／⑦
誓いの言葉を述べる今井萌

もえ

さん(同)／⑧佐久間雄彦校長から
教科書を受け取る石井崇

たかあき

章さん(同)／⑨入学生呼名(同)

③③

④④

⑥⑥

⑤⑤

⑦⑦

⑨⑨

⑧⑧

①①②②


